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株式会社 構造ソフト 

 今月のイチオシ 
 

 

拡張情報             Q&A（適判等からの指摘事例） 

「BUILD.一貫 V」（Ver.2.300、2.360）・・・P1  「BUILD.一貫Ⅴ」 Q&A  ・・・P6 

「BUILD.一貫・杭一体解析オプション」 
 
 

◆「BUILD.一貫Ⅴ」（Ver.2.300、2.360）、「BUILD.一貫・杭一体解析オプション」 

・「BUILD.一貫Ⅴ」内で杭基礎の計算を行えるようになりました。 

2018 年 12 月に「BUILD.一貫・杭一体解析オプション」をリリースしました。「BUILD.一貫・杭一体解析オプション」は、「BUILD.一貫Ⅴ」のオプ

ションプログラムで、「BUILD.一貫Ⅴ」内で“上部構造と杭基礎の一体モデル” （以下、一体モデルと表記）として計算する機能を追加します。こ

れにより、基礎梁がないシステム建築などの杭基礎工法に対応することができるようになりました。 

また、2019 年 4 月にリリースしたバージョンより、「BUILD.一貫Ⅴ」内で“杭基礎の分離モデル”（以下、分離モデルと表記）※も取り扱えるよう

になりました。これにより、杭頭モーメントを考慮した基礎梁の検討等が容易に行えるようになりました。 

前回は分離モデルをご紹介しましたので、今回は一体モデルについてご紹介します。 

 分離モデル 一体モデル 

 

 ※ 分離モデルで解析する機能は、「BUILD.一貫・杭一体解析オプション」に含まれる機能です。  

2019 年 9 月号 

https://www.kozosoft.co.jp/seihin/ik_kui_op/ik_kui_op.html
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・上部構造と杭をあわせた一体モデルとして計算できます。 

杭があり基礎梁がないシステム建築などの建物で、上部構造と杭を 1 つの解析モデルとして扱いたい場合に一体モデルとして計算します。 

 

 

 

基礎梁がない建物 

 

 

 

・上部構造のみの解析から一体モデルの解析への切り替えは簡単です。 

計算実行画面の「解析モデル」で「上部構造と杭基礎（一体モデル）」を選択すると、一体モデルで計算します。 

 

「上部構造と杭基礎（一体モデル）」を選択します。 
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・一体モデルで計算をするためには、上部構造に加えて、地盤・杭の追加入力が必要です。 

「BUILD.一貫Ⅴ」で物件データを作る時に、上部構造に加えて、地盤データと杭データを入力します。 

地盤データでは、土質・層厚・孔内水位・N 値などの情報を入力します。 

杭データでは、杭種（場所打ち杭、鋼管杭、…）・長さ・支持力の計算方法などの情報を入力します。 

 

 

地盤データ入力 

杭データ入力 

杭種(場所打ち杭、鋼管杭、…)・長さ・支持力の計算方法 など 

土質・層厚・孔内水位・N 値 など 
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・上部構造のみのモデルと一体モデルとの結果比較が簡単にできます。 

地盤・杭・フーチング等の追加入力をした後でも、それらを無視した上部構造のみのモデルとして計算することもできますので（P2 の計算実行画面

の図を参照）、２つのモデルの結果の比較が簡単にできます。 

例題では、一体モデルの１F 柱の柱脚に曲げモーメントが発生し、上部構造のみのモデルより柱頭の曲げモーメントが小さくなるのがわかります。 

 

杭 

 

水平バネ 

▼上部構造のみのモデル（応力図） 

 

▼一体モデル（応力図） 
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例題では、一体モデルで解析する階（１F 床レベル）の剛床は解除するので、水平方向と上下方向に変位を生じています。 

 

杭 

 

水平バネ 

▼上部構造のみのモデル（変位図） 

 

▼一体モデル（変位図） 

 

 
 

・一体モデルの場合の杭と水平バネ、保有水平耐力計算の処理方法。 

杭の分割・水平バネの配置は自動で行います。また、保有水平耐力計算も一体モデルで行うことができます。 
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◆「BUILD.一貫Ⅴ」 Q&A（適判等からの指摘事例） 

タイトル：保有水平耐力計算でのスリット付き壁の壁による剛性増大を一次設計と同じとしないのはなぜかと指摘された 

Ｑ．適合性判定機関より、スリット付き壁の壁による剛性増大に関して以下の指摘を受けました。 

「BUILD.一貫Ⅴ」はデフォルトで、一次設計ではスリットの種類によりスリット付き壁の壁による剛性増大を考慮していますが、保有水平耐力計

算では剛性増大を無視しています。保有水平耐力計算でのスリット壁による剛性増大を一次設計と同じとしないのはなぜですか？ 

どのように対処すればよいでしょうか？ 

【ユーザーズマニュアル（Vol.3）の建物データの[ＷＭＤ２]の説明より抜粋】 

 
 

A．2016 年に日本建築センターの性能評価（大臣認定のための審査）を受けた際、このデフォルト（保有水平耐力計算ではスリット付き壁の壁

による剛性増大を考慮しない）で、性能評価を取得しております。 

また、旧プログラム（「BUILD.一貫Ⅳ＋」以前）では、一次設計での剛性計算が鉄筋を考慮しない計算となっており、保有水平耐力計算の

剛性計算では、鉄筋を考慮した剛性とすることをデフォルトとしていました。弾塑性解析では一般的に鉄筋を考慮した剛性とするのが一般的でし

たので、このようなデフォルトとしていました。 

そして、終局時を想定した場合のヒンジ発生位置は、スリットが切られているため、柱梁の剛性増大に影響を受けずに崩壊メカニズムが形成され

応力が決定します。ゆえに、保有水平耐力計算のデフォルトは、スリット壁が取り付く柱・梁については、今まで通りに壁による剛性増大は考慮し

ない状態で、鉄筋考慮の剛性としました。 

しかし、スリットがある場合の剛性についての考え方は、設計者によって異なると思います。一次設計時の剛性とすることを否定するものではありま

せんので、設計者の判断でデフォルトから設定を変更していただいても構いません。保有水平耐力計算での剛性を一次設計時の剛性と同じにす

る設定は、保有水平耐力計算データの[ＵＬＡ１]（増分解析の制御）の 5 項目（部材剛性）で行えます。 

 

 

 

※ 弊社ホームページの Q&A では、この他にも、適判等からの指摘事例の Q&A を 150 件以上、通常の Q&A を 3300 件以上掲載していま

すので、ご活用下さい。なお、Q&A の閲覧にはサポート会員登録が必要です。 

http://www.kozosoft.co.jp/support/qa.html
http://www.kozosoft.co.jp/support/toiawase.html

